
増築棟の目指す姿（Cグループ） 

 

④機能的で働きやすい庁舎 

 ・PC 接続の無線化 

 ・携帯から代表電話としてかけられるシステム 

 ・明るく開放的な窓 

 ・個室（作業部屋、リモート会議用等）の設置 

 ・高層階に食事や休憩のためのスペースを確保 

 ・窓口での職員の安全対策（プラ板やシャッターの設置等） 

 ・子供連れでも来庁しやすい設備の設置 

 ・災害対応、屋外作業後にシャワーを使えたら良い 

 ・サーバ室や執務室など職員専用のエリアと市民が利用するロビーや窓口な

どの共有エリアとを区分するセキュリティエリアの設置 

 ・正面入り口は、災害時における支援物資の受入などにも利用できるよう、広

いスペースを確保する 

 

 

【グループ Aから】 

・組織改編などの変化に柔軟に対応ができる広さを備えた上で、施設や設備の

メンテナンス性にも配慮した庁舎 

・職員の生産性向上を図る快適な執務空間を備えた庁舎 

・立ったままで、打合せや個人の作業、食事のためのスペースなどに利用でき

るカウンターを備えた庁舎 

 ・組織の改編や職員の異動を容易とするため、個々に利用する引き出し付きの

机ではなく、平机を複数の職員で利用するユニバーサルレイアウトを基本

とした庁舎 

・職務に必要な衣服や道具を収納可能なロッカーを、全職員分確保した庁舎 

 ・出入口やエレベーター、窓口などに防犯カメラを設置した庁舎 

 


